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１ 研究の動機 

  スーパーなどに売ってある果物には糖度表示がある。そこで、糖度をどうやって測るのかに興

味を持ち、インターネットで調べると、糖度は糖度計で測っていて、そこには屈折の原理が使っ

てあることがわかった。そこで、屈折の原理とは何かを調べ、屈折率を測定する装置を自作し、

いろいろな液体の屈折率を測定することにした。屈折率を測定する液体としては、身近にある食

塩水、砂糖水、食酢、植物油を選んだ。 

２ 研究の方法 

 (1) まず、図１のように身近にある計

量カップ、三角定規等を使って、測

定装置を組み立てた。そして、カッ

プに屈折率を測定する液体を入れ、

図２のようにしてカップの向こう

の定規の端とカップにつけた目印

と手前の定規の端が一直線上に並

ぶ位置を見つけ、記録用紙に印をつ

けた。 

 (2) 図３において屈折率は a/bで求め

られる。そこで、実験の精度を上げ

るために、図４のように入射角を４

通り変えて測定をおこなった。測定

する液体を変えたり、液体の濃度を変えたりして実験を繰り返し屈折率を計算した。 

３ 研究の結果 

 (1) 水の屈折率の測定 

 表１は、水の屈折率を測定した結果で

ある。平均値は、1.334となり、理科年表

にある1.333とほぼ一致した。 

 (2) 食塩水と砂糖水の屈折率の測定 

 表２は、濃度25%の食塩水と砂糖水の屈

折率の測定結果である。食塩水の屈折率

は1.447と求まり、砂糖水は1.364となっ

た。また、図５のように

して糖度計で測定した

糖度Brixは、食塩水が

28.7 と な り 砂 糖 水 が

26.5であった。       図５ 

  図１            図２ 

  図３            図４ 
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 (3) さまざまな濃度の砂糖水の屈折率の測定 

   表３は、５%～30%の濃度の砂糖水の屈折

率と糖度Brixを測定した結果である。その

結果をグラフ

にしたものが、

右のグラフであ

る。 

 

 

 

 

４ 研究の考察 

  研究の結果に対する考察をまとめると次のようになる。 

 (1) 100円均一ショップで売っているような簡単な器具でつくった装置で、液体の屈折率を十分に 

 測定できることがわかった。 

 (2) 水の屈折率の測定では、詳しい実験による結果とほぼ一致し、今回の実験で使用した容器の 

 プラスチックによる屈折の影響はほとんどないことがわかった。 

 (3) 同じ濃度の食塩水と砂糖水の屈折率および糖度Brixの比較から、屈折率や糖度は単純に濃度 

 だけの問題ではないことがわかった。 

 (4) さまざまな濃度の砂糖水の屈折率と糖度計による測定結果から、砂糖水に限ってはグラフが 

 示すように、屈折率と濃度や糖度の値には正の相関関係があることが確かめられた。 

 (5) 身近にある食酢や食用油の屈折率の測定もおこなったが、予想以上に値が大きかった。 

 (6) 糖度表示がしてある果物（スイカとパ

イナップル）の屈折率と糖度の測定もお

こなった。図６のようにして果汁をガー

ゼでこしだし、図７のようにLEDライトを

使って光路を調べた。実際の糖度表示と

かなり違う結果が出たが、その原因はは

っきりとはわからなかった。            図６          図７ 

５ 研究のまとめ、今後の課題 

  研究を通して、屈折率についての理解が深まった。特に、水の屈折率の結果がかなりよかった 

ので嬉しかった。また、砂糖水の濃度と屈折率の関係については、最初なかなか予想したような 

比例関係のグラフが得られなかったが、注意深く実験をやり直すことで正の相関関係を確認する 

ことができた。 

 しかし、測定した屈折率と糖度計を使って得た糖度Brixの関係については、関連性を十分に把 

握できなかった。そのため、糖度表示がしてある果物について屈折率を測ることにより糖度がわ 

かるという所期の目的は達成できなかった。 

 糖度計は、ごく少量の液体で糖度を測ることができる。そこで、今後は糖度計のしくみを理解 

し、もっと簡単な方法や別の原理を使って屈折率や糖度を測ることに挑戦したい。 


